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1 ．はごめ に

　 昭和 61 年に土木学会 コ ン ク リ ー
ト標準示 方書が大幅に 改訂 され 、 限界状態設計法が採用 され

た。こ の示 方書 は コ ン ク リー ト構 造物 を設計 す る場合の
一

般的 な設計 の基本事項 を示 すもの であ

る が、設計の 基 本とな る荷重 に つ い て の 具体的な規定は な く特 性値 の 定 め 方の 原 理が示 され て い

る に すぎな い 。また、設計体系 の 根幹 をな す各種の蜜全係数に っ い て も、そ の フ ィ ロ ソ フ ィ と標

準的な値 を示 すに と どめ られて い る。従 っ て、 コ ン ク リ
ー

ト道路橋に対す る限界状態設計法 を確

立 す るため には、コ ン ク リート橋特 有 な材料 ・施工誤 差 およ び荷重の ば ら っ きを考慮 した安全 係

数 を設定 し て い く必要があ り、 こ の ため に は基礎的なデータの 蓄積が重 要で あ る 。

　本研究は こ の 種の 調査研究が少な い
1）2 ）

こ と を考慮 して、首都高速道 路公 団に
’
お い て連設す る

ブ レ ス トレ ス トコ ン ク リー
ト橋（2 橋）に お い て各種測定調査 を寞施 す る と と も に、既往の 調査殀

究資料によ りヂータを補 っ て ．材料 ・施 工 誤差お よび荷重に 関するデー
タの 一般的な特性 を調 べ 、

安全 係数や 荷重係数の 設定 に関す る 考察 を行 っ た も の で ある。

2 ．実 橋調 査 の 概要

2．1 調 査項 目お よ び 調査 方法

（1）調 査対象橋梁

　調査 対象 とす る橋 梁 （PC 橋 2 橋 〉 の 概 要 は以 下 の と お りで あ り、断面図 を図
一 1 に 恭 す。

　  橋　　種　 3 径問：連続 PG 中空 沫版橋 （支閥畏 20計 25皿 ＋ 25m ＋ 5皿 、有効幅員 17．Om）

　　　　　　　 3 径間連続 PC ラーメ ン 橋 （支 間長 39．45m＋ 82．00田 ＋ 39．45m、 有効 幅員 17．O皿）

　  骰計基 準強度　 pc 中空床 版橋 ：350   flc  、　 PC ラ
ーメ ン 橋 3400   f／c  

　  架設方 法　　　PC 中空床版 橋 ：移勳 支保 工 方式」 PC ラ
ー
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工 法
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（2｝調査 内容

　調査 項 目と調査 方法 の 概要 を表
一 1 に 示 す。調査項 目 は、断面耐力 に 関係する項 目 と し て ： 養

生 条件 ・材令と コ ン ク リ ートの 物性．部材寸法 と鋼材の 施工 誤差、断面 力 に関係 す る 項 目と して

： 死萄重、プ レ ス ト レ ス 、温度 、 乾燥 収縮 度 お よ び ク リ ー一プ 係数 とした。コ ン ク リートの 材料特
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性 はJISに 示 さ れ る 試験方法

に よ リ求め 、施工 誤差は ス

ケ
ー

ル に より直接 測定 し，

プ レ ス トレ ス ・温度 ・乾燥 収

縮ひ ず み は 橋体 内 に 計 測機

器 を埋設 して測 定 を行 っ た。

2．2 調査結果

（1）コ ン ク リ ートの 材料特性

（養生条 件 と 圧 縮 強度 、ヤ

ン グ係数、単位体積重量）

　各種 の 養生条件 と供試 体　注）現 場養 生 　、 M 外で 養 eeす る ．．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ； 標 準水 中 養生 を 行 う ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 標 準養 生
（φ 10 × 20c皿、　f

’
ek

＝400　　　 　　　　　　　　　　　　封か ん養生 ； ポ リエ チ レン ラ ッ プ フ 1 ル ム で包み屋外で 養生 す る 。
　　　 　　　　　　　　　　　　実柵 養生 　 ： 箱桁 内 に コ ン ク リ ートブ ロ ッ クを打 設 し、コ ア抜 き に よ リ採 取 す る 。
  flc  ）の 材令に 対す る 圧縮強度と ヤ ン グ係数 の 関係を図

一2 、 3 に 示す。図．− 2 で は、養生条

件 に よ っ て 圧縮強 度 に 大 き なばらつ ．きが 見 られ、 28 日強度を比較す る と標準養生 に 対 して 実橋

養 生 ・現 場養生等 は低 め の 傾 向 に あ る 。材令 と圧縮 強度 の 関係 で は 91 日 の 強度 は 28 日と比 較

し て 10〜20％程度 大 き くな っ て い る。また、図
一3 に おい て ヤ ン グ係数 の 平 均値 は標準示 方書 の

値 （3．1 × 105   f／c   ） と 同程度 に な っ て お り、材 令 の 影響 は 圧 縮強度 に 比 べ て 顕著 で は な い 。単

位
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表
一 1 調 査項 目と

→
査方法

調 査 項 目 翻 　 査　 方　 法

コ ン ク リ
ー

ト

の材料特性

  圧 縮 強度

  ヤ ン グ係数
  単位体積量 量

　現場 養生、標 準養 生、封か ん 養生．実橋 か らの コ ア

抜き の 4種 の養 生条 件に っ い て 、コ ン ク リ
ー

ト供 試体

の 圧縮 強度．ヤ ン グ係数．単 位体 積重 量 を 測定す る ．

  主げ た の 幅 コ ン ク リ
ー

ト打 齪後 に所定の 計測断面ご とに 水平 と

施 断面 寸法   床版厚 （上 ・下 ） 鉛直 方向 の 寸法 測 定 を行い 、部 材寸法 の 実 測 値 と設計

  ウ エ ブ厚 、け た高 値 の 差異 を算 出す る ．
工

  鉄筋 主鉄筋 お よび 主ケ
ーブル の 船直配置位匿 を コ ン ク リ

眠
糲 材 配 置   po綱 材

一
ト打設 前 に 直接 測定 し、配 置誤差 を算 出す る．

　上 床版 横 締 め PC 鋼 材 の 配 置誤差 は コ ン ク リ
ー

ト打

差 設 前 に 、張 出 し床版先端 の 端枠天端間 の 水 糸か らの 距

  横締 pc劇材 離 を 直接測 定 して 誘 べ る 5

コ ン ク リ ート   ブ レ ス トレ ス 実 橋施工 時 に 各程の 計髷 を輪体 内 に埋 設 し、自動 計

  温度 分布 測 に よ リデータ採 取 を行 い 、実 測値 と 設 計値 の 比較 を

橋 特 有 な 荷重   乾 燥 収緒 度 行 う 。
  クリ

ー
プ係敗
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一2　 材令 と 圧縮強度 の 関係

（2）施工 誤 差 （断面 寸法
．
と鋼材の 配置誤 差）
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図
一3　 材令 と ヤ ン グ係数の 関係

　断面 寸法 と鋼材配 置 の 施 工 誤差 を表
一 2 と図

一4 に 示 す 。施 工 誤差（実 測値 一設計値）の 平均値

は全体 的 にプラ
．
ス 側 で 、断面寸法 や鉄筋 の か ぶ りは設 計値 に 対 して 大 きめ の 傾 向 に あ る が、ほ ぼ

道 路橋示方書に 規定 される 許容誤差以 下 と な っ て い る 。 なお 、 中空床版橋の 版高の 施工 誤差は曲

線部 と い う特殊条件 に あ る た め 、や や 大 き くな っ て い る。

（3）コ ン ク リー
ト橋特有 な荷重 （プ レ ス ト レ ス 、温度 、乾燥 収縮度 お よび ク リ

ー
プ係 数）

　外気温 、 橋体内の 温度 、 プ レ ス トレ ス の 分布、コ ン ク リー
トの 全ひ ずみ お よ び鉄筋の ひ ずみ を

測定す る た め に、橋体 の 外部 に 温度 計 を、橋体 の 内部 に測 温機能 を有 す る コ ン ク リートひ ず み 計

と 鉄 筋 計 を 配置 し た 。蠶i靉i議ii緯蓬麟顔i爨灘蠻 は各緊 張段階ご とに 緊張前後の ひ ずみ差を算出し 、

こ れ を全段階 に っ い て 加算 し て 求 め た。表 一 3 に 橋 軸 方向プ レ ス ト レ ス の 実 測値 と 設 計値 を示す。

導 入プ レ ス ト レ ス は 設計値に対 し て 大き め の 傾向 とな っ て い る 。礙灘猥邏韈糶園顯i弑獵鑽 の 関係

と して 、 PC ラ
ー

メ ン 橋 に っ い て 測定デ ータ中の最高 ・最低気温時にお ける断面 内 の 温度分布を
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表
一2　断面寸法と鋼材配置 の 施 工 誤差
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図一4　 PG 鋼材 と床版 厚 さ の 施工 誤差

図 一5 に 示 す。外気温の温度変化 は4，1〜

28．4℃ 、桁 断面中心 位置の 温 度変 化 の 範 囲 泣 ）N ：データ数・μx 岬 均億 ex ：標準偏急 δ xs 変動係数 （σ x／ μ x）

は 5．2〜32、O℃ で あ り、道路 橋示 方書 に 示 さ れ る 温 度 の 昇 降範 囲 ± 15℃ 以 内とな っ て い る 。また、

上床版 とけた の 温 度差 は 4〜5℃ 程度 で あ り、道路橋 　表
一3　プ レ ス ト レ ス の 実測値と設計値

道示皿 測 定 結 果 （曝 ）
測定項目 設計値

（■■） （朋 〕 N μ翼 σ 置 δ翼

全　 幅 1  00 ±303136 謹 4．920 ．14

底 版 幅 13400 士30266 ．312 。52o 。40

け た 高 1100
．

士1144 虱4．3412 ．94o ．go

PC3

径
間
申

空
床
版

橋

上床版厚 260〜390 4410 ．867 ．碼 0．72

下床版厚 120〜245
＋
麹

　 一lo44L825
．822 。86床

　
版 張出床版厚 200 護17 ，235 ，050 ．70

鉄筋かぶ り 62〜165 土10 昶 4．9415 ．223 ．08

p噺 材鉛直誤差 一
土5．03621 一〇．5483 ．987 ．2聞

全 　 幅 且册 00 ±304010 、93 ．350 ．307

底 販 幅
10000
〜115 

土30403 ，202 ．810 ．870

け た 高
2000
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士 20
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十 20
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よ うに端 部 を コ
ー

テ ィ ン グ し た コ ン ク リートブ ロ ッ クで 外 的な応 力 は作用 し な い ）に 埋 め 込 ん だ コ

ン ク リー トひずみ 計の 測定値 を乾燥収縮ひ ず み と した。ま た 、鐶i塑i蠶i雛孅鼓は 温度補 正 を行 っ た

橋 軸 方向 の コ ン ク リ ー
トの 全ひ ずみ か ら、乾燥収縮ひ ず み 、プ レ ス ト レ ス カお よ び 自重 に よ る ひ

ず み を 除去 し て ク リ
ープ ひ ず み を算出 し、 こ れ を持続荷重 に よ る 弾性 ひずみで除 して求め た。

PC3 径間中空床版橋の 乾燥収縮ひずみ （ダミ
ーブロ ッ クの 値）を図

一6 に 、ク リープ係数 を図

一 7 に 示 す。こ れ らを道路橋 示方書 に よ る 計算値 と比較す る と、乾燥収縮 度 の 実 測値 は 計算値の

1．5〜2．0倍程度 、ク リープ 係 数 の 実測値 は 断面 中央部で 0．8倍、端 部 で 2．0倍程度 とな っ た ．

3 ． コ ン ク リート橋特 有な 〔材料 ・施 工 　差 ・荷重〕 の 特性 と安全 係数・荷重係 数 に 関す る
一

考察

3．1 検討方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600

　今回調査 の 対象 とした橋 梁 は 2 橋 であ リデ
ー

タ　 （

が限定さ れ る た め 、既往の 調査 ．研究文献 に よ る デ 竃550

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 謡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 望 500
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

一タを加 え
一

般 的な特性 を捉 え た上 で、安全係数

・荷重係数 に関す る 考 察 を行 っ た。

3．2 養生条件と コ ン ク リ ートの圧縮強度 の 関係

（材料係 数へ の 反映）

　 今 回 の デ
ータ に 類似 し た 既往の 試験結果

6 ）
を加

え た養生条 件と コ ン ク リ ー
トの 圧縮強度の 関係 を

図
一 8 に 示 す e 圧 縮強度は 標準養生 が最も高 く、

次に 封か ん養生 ・実橋養生 とな り、現 場養生が最

も低 い e 標準養生 に よ る 28 日強度 を設計強度 と

して い るが 、 実橋の 強度 は養生条件の 影響に よ る

ll　45・
9400

題 350

　 300
　 　 　 生

　　　　　　　 養生 条 件

図
一 8　 養生条件と圧 縮強度の関係

強度低下と材令 に よ る 強度 の 増進 があ るた め 、今 後、総合的な 評価が必要 と な る 。今回 の 結果で

は、養生条件 の 強度 低下 は 大 き くて も 20％程度で あ り、28日強度か ら91 日 強度 へ の 強 度 の 増進は

10〜20％ で あ る ため、互 い の 影響 が相 殺 され て い る こ ととな っ て い る。

3．3　鋼材の 配 置誤差 が断面 耐 力に与 える影響 （部材係 数）表一4 鋼材施工 誤差に よる耐力の変動

　実橋 2 橋の 測 定調査で得た主げた PC 鋼材 と床版鉄筋

の 配置誤 差 を基 に 、 2 橋 の 主げた と一般的な RC 床版の

曲げ耐 力 へ の 影響 を 調 べ た （表 一4 参照）．表一4 よ り、

PC 鋼 材 の 配 置誤差に よ る 主げた耐力 の 変動は 1 ％程度

と小 さ い が、床版厚 20c 皿 の RC 床 版 では8°
／e 程 度 の 耐 力 の

低 下 を生 じた 。 従 っ て 、 部 材係数 の 設 定 に あ た っ て は 、

床版 の よ う に 薄 い 部材 で は鋼材 配置 誤差の 影響が無 視で

きな い こ とを考慮す る 必要があ る と考え られ る。

3，4　コ ン ク リート橋特有な 荷重　　　　　　　　　　 注1）床版の 条件 ： t＝2。cm 、　．σ、ck ＝35。  F／c   、　D19Ctcl25
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注2）配 置誤差 95％非 超過 の 特 性値 で あ る。
（1）死荷重 （死荷重係数へ の 反映）　　　　　　　　　　 注3）耐 力 但 は 配 置誤 差が無 い もの との 比 で あ る．

　 部材断面 の 施工 誤差と コ ン ク リ ートの 単位体積重量 の ば らっ き を考慮 して 、橋 梁本体の 死 荷重

に っ い て 考 察す る。表
一 5 の 上欄 に今 回 の 実橋調査 と既往の 調査結果

2 ）

に基づ く主げた 断面積 と

設計断面積 の 比 を示 す。 こ れ よ り、施 工 誤差 に よ る 断面積 は 全体 的 に 設計 値 よ り増加 す る 傾 向 に

あ る 。RC お よ び PC の単位体積重量 に つ い て は 測定が 困難で あ る た め、竣工 し た72橋の コ ン ク

リートの 総 体積 と鋼 材重量 によ り算 出 した結 果
A⊃、90％ の 信頼 区間 の 上 ・下 限値 は2．50tf／ma に対

PC中空床 版 橋 PC3径 聞 ラーメン橋

誤差値
（c ■》

耐力毘 誤差値
（c臼）

耐力比

＋側 0．60 Σ．010 ，36Loo
支点

一
側

一〇．711 ．OI 一〇．38o ．99

主

　

版
・
主

　
桁

＋ 側 O．6Do ．99O ．36o ，99支間

中央
一

側
一
〇．71i 呷Ol 一〇．381 ．OO

＋ 側特性 値
一 一 1．23o ．92

床

　
版

平 均 値
一 一 O．44o ．97

一
側特 性 値 　 一 一〇，361 ．02
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し て 、 RC で ＋ 4〜 ＋ 1％、　 PC で ＋　　　 表
一5　設計寸法断面積と実 測寸法 断 面 積

3〜 − 2％の範囲にあ っ た 。

　 部材断面の 施工 誤 差と RG 、　 PC

の 単 位体積 重 量 の 変 動 を考慮 し て 算

出 した死荷重 の 90％ 非超過 の 比 （実

構造物／設計値） を表
一5 の 最下欄

に 示 す。従 っ て、橋梁本体の 終局 限

界状態で の 死 荷重係数 （修正係数を含

む）は こ の 値 を 参考 とす る と 上 限側で

1．1、不 静定構造 で 軽量 の 場合 に 不利

とな る ケ ー
ス で は下 限側 で 1．0程度 と

鶴。 ス 、レ。 力 　 窪鞴 灘 飜鞴 鏘
・嬲 差飜 瓣

・

既往   査研 究デ ータ 　 表艷
は

默 刃 騨
準

際 礫 計値と実灘 の 贓

を含め た プ レ ス ト レ ス 導

入 直後に お け る け た断面

内の プ レ ス トレ ス の 実 測

値 と 設計値 を表 一6 に示

す。全体的 に 実 測値 は 設

計値 を上 まわ り、実測値

／ 設 計値の 平均値は 1．20、

標準偏差は 0．163とな っ て

い る 。 実測値／設計値 の

分布形 状 を正規分 布と仮

定す る と90％非超 過 の 比

は O．99とな り、設計値 を

下 回 る確率は小 さ い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 注1）測定 位置 は   ： 中央 径 問 ス バ ン 中央  ： 側 径間 ス パ ン 中央 を示 す。

　従 っ て 、データ が限定さ れ る た め 、定量 的 な評 価は 難し い が 、 断面 の 引張縁 の 引張応力 度を照

査す る 際 の 荷 重係数は 1．0程度 で よ い と考 え られ る ．

3．5　コ ン ク リートの 乾燥収縮 度 ・ク リープ係数12 ⊃−te ｝

　実橋 の 乾燥収縮度 とク リープ係数の 一般的な傾 向 を見る た め 、既往 の 調査 結果 と 本 調 査結果 を

合わせ 図
一9 と図一10に示 す。図

一9 に示すように 乾燥収縮度の実測値には大きな ばらっ きが見

られ る。乾燥収縮度は コ ン ク リ
ー

トの 配合、養生条件、環境条件、鋼材の拘束等多 くの 要因に 左

右 され る こ と に 注意 しなければな らな い 。

　図
一10に 示 す ク リープ係数は 、乾燥収 縮度 と同様に 不確定な要 因は多 い が、実測値は 大部分が

道 路橋示 方書に示 さ れ る標準値 （仮 想厚 40c 旧、相対湿 度 70％、コ ン ク リート温度20℃ ） を下 回 っ

て お リ 、 計算値 の 70％程 度 とな っ て い る e 設計で 設定 した乾燥収縮度 と ク リ
ー

プ係 数 の変動が断

面 応 力度 に及ぼ す影響に っ い て PC 合成 げた と PC 連続 ラ ーメ ン 橋 を対象 に 係数 を ± 50％変化 さ

せ て調 べ た。乾燥収縮度 およびク リ
ープ係 数 の 影響 とも断面応力度の 変動 は 10％以 下 で あ り、設

計断面力へ の 影響 は比較 的小 さ い 。従 っ て 、こ れ ら の 荷 重 に 関 し て は 関連す る 要 因が多 く、実測

実橋 測 定紬 果 既 往 の 醐査結 果
2 レ

PC中空床版 橋 PCラーメ ン橋 ボス テ ン げた プ レ テ ン げた

デ
温

タ数 23 40 462 647

μ 翼 苴．0122 1．0012 1．0031 1．0034鉛直
方向
寸 法 σ 麗 O．0110 o．OOI3 O．0026 0．0022

実
測

値
／

骰
計
値

μ K1 ．0013 1．ooo4 LOOI3 1．00L7水平
方向
寸法 σ K0 ，0008 0．0003 O．0025 0，0029

μ x1 ．0191 1，0089 1．0043 1．0051
断面

σx0 ，0089 O．DO64 0，0036 0，0036

μ x 1．0016 一 『PC 単 位
体 積 重 爪

（文 献調査 ） σ x o．0200 一 一

荷 璽 の 上下 限五 1．05 〔0．99）　 LO4 （O．98） 1，03（1¶01⊃ 1．03（1．01）

橋　梁　 名

〔構　　　種〕

測 け た上 繰
（k呂f／c’ ）

け た 下 縁

（kgflc♂ ）
けた 申心

（k区f〆cの

実測 値 設 計値 実測 値 設計値 実測値 設計値 比

中戸橘 儀 験桁 ）
7レ

　〔3径 間連続 PCT げ た櫺 1

  29．524 ，4112 ．5U5 ．871 ．070 ．11 ．01

  28．534 ．5 匚51．0113 ，990 ．O74 ．21 ．21

  28．O33 ．573 ．O70 ．750 ．552 ．1O ．97鬼憖 川 鉄道 摺
9跏

〔3 径 鬪 連続 PC 籍げ た 捌   25，018 ．7130 ．0ll9 ．277 、569 ．01 ，12

  44。O50 ，083 ．O50 ．063 、550 ．O1 ．27首公 232工 区
9，

　 〔3 径問 連競 PC 箱 げ た 橋 〕   39．o45 ．075 ．o47 ．O57 ．o46 ．01 ，24

小 畑川 櫨　
田 ，

〔3 径 間達続 PO2 主 T げ た橋〕

  16，012 ．5120 ．O111 ．768 ．O62 ．11 ．10

  20．o14 ．350 ．O45 ，535 ．O29 ．9 皇．17

5
公573工
　 肺 　　 PC2 　 た　

呷   28．029 ．099 ，092 ．O63 ．560 ．51 ．05

3 径間 違続PC中 空床 版 橋

  57．5L3 ，6 二〇1『192 ．879 ．353 ．41 ，49本

詞

査
結

果

  66．631 ．8 正06．396 ．086 ．563 ．91 ．35

3 径 聞連続PCラ
ー

メ ン 橋   83．064 ．06 ．o 一4．D44 ．530 ，01 ．48

一793一

N 工工
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データ は ば ら っ き が 大 き い た め 、荷 重係数 を求 め る に は今 後更 に データ の 蓄積 と影 響等 の 研究 が

必 要 である と考え られ る 。

　 　 30
　　　　　

20

10

（血−

9x
）
。

翼
釁．

0
　0　　200　 400　 600　 800　 1000　 1200

　　　　　　　　 材 令 （日）

　 図
一9　 乾 燥収縮度の実測結果

3．6　主 げたの温度差

外気温 に よ る 主 げた内の 温度 差 を表
一7 に 示

す 。こ れ よ り床 版とけた の 温 度差は 10℃ 以 内で

あ り、道 路橋示 方書 で設定 され て い る
．
値 （5 〜

15 ℃ ）と 同程度とな っ て い る 。従 っ て、温度

に 対 す る 荷 重係数 は 1．0程度 と して も橋 の 安全性

に 大 き く影響す る こ と は な い と 考え られ る。

4 ．ま と め

4

3
　

　

2
　

　

　

　

　

1

も

辣

讐
1

う

心

0
　 0　　　200　　400　　600　　800　　1000　1200　1400
　　　　　　　　 材 令 （日）

図
一 10 　 ク リ

ープ係数の 実測結果

表
一 7　 温 度 の 測 定結果

　本研究は、コ ン ク リ
ー

ト道路 橋 の 限界状態設

計法を確立する た め の 一端と し て 、断薗i耐i鋤1蠹

関i鋸叢i茜i項貫iの 内 ；養生条件 と コ ン ク リ
ー

ト強度 の 関係 、 部材 寸法の 施工 誤差 に っ い て 、また、

；断癒泊；鐸開懸重i叢i蕩 1自iの 内 ： 死荷重、プ レ ス ト レ ス 、ク リ ープ係 数 ・乾燥収縮度、温度に つ い て

デ ータ の 特性 を ま と め 、関 連 す る 安 全係 数や荷重 係数 を設定す る 際 の 留意点 の 整理 と 値 を概 略検

橋　　 名 所在地
断 面

形 状 毒。 鉾導。瑳響
北 陸自動車道

15 ，

金沢 高架 橋
山 口 県

中空

床版
382810

中央高速道路［91

中 田 切 川 橘

長 野県

上 伊那郡

中空

床 版
40．234 ，06 ．2

山阻 自動車 道
17 ，

八 幡 川 橋

広 島県

佐 伯郡

箱 形

断面

一 一 10

申央 自動車 道2嚠，

岡谷高架構

長 野 県

岡谷 市

箱形

断面

一 一 8

PG中空 床版
東京 都

板橋 区

中空

床版
30．728 ．42 ．3

pc 連続ラーメン
東京 都

板椙区

箱形

断面
36．231 。15 ．1

討す る こ と が で き た ．．な お 、実橋の ク リ
ー

プ係 数 ・乾 燥収縮度 に っ い て は実態が明 か で な い た め 、

今後の 精力的な研究が望 まれ る 。最後に、本検 討 は（財 ）高速道 路調査 会 「コ ン ク リート道路橋の

限界 状態設 計法に 関す る 調査研究委員 会」 の 指導 を受 けて 行 っ たも の で あ リ謝意を表 し ます。
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